
 

 

主な特徴 

令和10年4月の全施設供用に向けて、熱回収施設（焼却施設・バイオガス化施設）、リサイ

クル施設の建設を進めています。本施設は未曽有の災害に強い施設で、有事の際も市民の生

活を守るために独立して稼働することができます。 
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汚泥再生処理センターの供用を開始します

令和７年８月末時点 こもれび苑 

雨水貯留施設 

熱回収施設 

ストックヤード棟 

汚泥再生処理センター 

エコパーク湖北にて建設中の「汚泥再生処理センター」は、令和7年6月に完成し7月から試

運転を開始しています。そして令和7年10月より本格的に供用を開始します！ 

■施設の処理能力 

令和10年3月まで 

し尿・浄化槽汚泥 

49㎘/日 

令和10年4月から 

し尿・浄化槽汚泥 

バイオガス化施設分離水 

43㎘/日 

40㎘/日 

令和10年３月に「バイオガス化施設」が完成します。 

の災害に対する機能性 

■安全で安定的な稼働ができる施設 

・軟弱地盤でも施設をしっかり支える基礎 

・耐震性に優れた構造で地震に強い施設 

・各施設の大きさに適した建築構造を採用

することで、地震に対する強度を確保 

◆災害に強い施設 

・非常用電源を活用してすばやい復旧 

・災害時用の水や薬品を常に備蓄 

・災害環境下においても確実に施設を運 

営し続けることができる計画 

◆災害・非常時の対応 


